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●「第 39 回  日産  童話と絵本のグ ランプ リ」作品募集  

詳細は↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/07_com-con/02_nissan/index.html#39boshu 

 

●  研究紀要の原稿 募 集  

当財団では「 大阪国 際児童文学振 興財団  研究紀要」第 36 号の原稿を募集し

ています。応 募締切 は 10 月 31 日（月） です。詳細は ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/06_res-pub/04_journal/boshu.html 

 

●  寄付金を募集し て います  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html 

※ Syncable →  https://syncable.biz/associate/19800701/ 

 

●  YouTube「大阪国 際児童文学振 興財団  公式チャンネ ル  IICLO」  

 https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA 

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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《１》  ふくろう庵 と きどき  ３  

***************************************************************** 

〈 当 財 団 特 別 顧 問 の 三 宅 興 子 さ ん は 現 在 、 ご 自 宅 で 療 養 中 で す 。 み な さ ま に

現状をお伝え したい と原稿を預か りまし たので掲載さ せてい ただきます 。〉  
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病 状 が 進 ん で 酸 素 吸 入 を す る た め に 、 現 在 は 部 屋 に 酸 素 の 出 る 機 械 を 設 置 し

てもらって、鼻か ら 長い管をつけ て、「長 いしっぽ」と名付 け て、家中を動い

ています。「 長いしっ ぽ」さんのおかげ で、ずっと低迷し ていた 酸素濃度を 94

に保つことが できて 呼吸が楽に出 来るよ うになりまし た。  

 

思い起こせば 、 75 歳をすぎてから 、次か ら次へと病気 がみつ かり、病室で す

べって、「大腿骨 骨折 」という大 怪我をして 人工の骨を入 れる手 術まで受けて

し ま い ま し た 。 よ く 寝 た 切 り に な ら ず 回 復 で き た も の と 、 手 術 を し て 下 さ っ

た 医 師 と リ ハ ビ リ の 大 切 さ を 身 に つ け て 退 院 で き る よ う に し て 下 さ っ た 先 生

に は 感 謝 で す 。 手 術 を し て 下 さ っ た 先 生 と は 、 人 間 の 骨 の 美 し さ を 語 る こ と

ができ、「 骨」への 関 心が広がりま した。  

 

そ れ ぞ れ の 状 況 で 出 会 っ た 先 生 方 は 、 プ ロ で す が 、 ヘ ル パ ー さ ん た ち も 負 け

ていません。仕事の 単位が、「 30 分」「１ 時間」「 90 分」と 30 分刻みで、別 に

急 い で い る よ う で は な く 的 確 に 仕 事 を さ れ ま す 。 自 分 が や っ て い た 時 は あ ま

り 時 間 を 気 に す る こ と な く だ ら だ ら と や っ て い た と 思 い ま す 。 入 院 の 現 場 に

は、ドクター以外 にい ろいろのプロ がいて、病院によって は「先輩 支配」のと

ころがありま したが 、患者として はよい と思いません でした 。  

 

そ の 上 、 用 心 に 用 心 を 重 ね て い た に も か か わ ら ず 、 コ ロ ナ に も か か っ て し ま

いました 。コロナ専 用 病棟は、個室でした が 掃除もなくて 誰にも ふれず、12 日

間は食事が運 ばれる だけで、「修行僧 」と して過ごしま した。院内コンビニ で

限 ら れ た 品 物 は 買 え ま し た が 、 リ ス ト に 載 っ て い る の は ご く 一 部 で 、 着 の 身

着 の ま ま の 状 況 で し た の で 、 大 型 の ウ ェ ッ ト テ ィ ッ シ ュ で 身 体 を ふ く の が 唯

一の「清潔」 でした 。  

 

こ れ ら の 経 験 を し 、 や っ と 自 宅 に 戻 っ て 「 長 い し っ ぽ 」 さ ん と 過 ご す 毎 日 で

す。  

 

＊不定期連載 の予定 です。  

 

***************************************************************** 

《２》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

***************************************************************** 

『笑いの力、 言葉の 力  ～井上ひさしの バ トンを受け継 ぐ～』  渡邉文幸 /著  

世界をカエル  １０ 代からの羅針 盤  理 論社  2022年 7月  対 象年齢：小学

校高学年以上  

 

＊今回のゲス トは当 財団の宮川健 郎理事 長（Ｔ）です 。  

 

あらすじ：劇作家・小説家の井上ひ さしの 評伝。父親が 思想統制 のために投獄

され、出獄する ものの 、次男のひさし が５歳 のときに死ん でしま う。ユニー

クな母は、次々と 仕事 をかえながら、３ 人の 男児を育てる。井 上は 、戦後、

カ ナ ダ 人 の 修 道 士 た ち が 運 営 す る 児 童 養 護 施 設 で 育 つ 経 験 を し 、 本 を 読 み

続け、映画を見 続け、脚本や作品を 書き続 ける人生を送 る。その 一生を井上

の作品ととも に紹介 している。  

 

Ｔ ： 中 学 生 ぐ ら い の 読 者 が 井 上 ひ さ し に つ い て 知 る 本 と し て と て も わ か り や

すいと思って 読みま した。  

Ｙ：第一章 は「ぼく の 原点」です 。ユニー ク なお母さんは 、父を亡 くしたひさ

しに対して「こ の本の 山を父さんと 思いな さい」（ p.22)と言いま す。小説家



志望の父は、 町の図 書館よりたく さんの 本を持ってい ました 。  

Ｔ ： こ の エ ピ ソ ー ド は 参 考 文 献 に も 挙 げ ら れ て い る 『 ひ さ し 伝 』（ 笹 沢 信 /著  

新潮社  2012 年）な どにも出てき ますが、この『笑いの 力、言葉 の力』は、

語り方と語り の仕組 みが優れてい ると思 います。  

放 送 作 家 に な っ た 井 上 ひ さ し の 青 年 期 ま で を 時 系 列 で た ど り つ つ 、 その

中 で 、 後 に 書 か れ た 井 上 の 脚 本 や 小 説 、 エ ッ セ イ な ど の 文 章 を 引 き 込 ん で

紹介するとい う手法 になっていま す。  

Ｙ：それによ って、井 上の作品を読 んでみ たいな、もっ と知りた いなと私も思

いました。  

Ｔ：同時に 、もし 、中 学生が読むと したら、今、自分が 生きて経験 しているこ

と は 、 後 か ら 意 味 が あ る ん だ ろ う な 。 自 分 の 将 来 に ど ん な 影 響 を 及 ぼ す の

かなと想像力 を広げ ることができ ると思 います。  

Ｙ：なるほど 。私が興 味深かったの は、これ までにも言わ れてい ることではあ

りますが、やはり、井 上における笑 いの意 味、言葉へのこだ わり 、そして、

戦争（ 10 歳で敗戦を 迎えるという 経験） ということで した。 そして、児童

養 護 施 設 で 過 ご し た と い う の は 印 象 に 残 る エ ピ ソ ー ド だ と 思 い ま し た 。 も

ちろん、カゲ の部分 など、書かれ ていな いこともあり ます。  

Ｔ：伝記とい うより、青年期までの 井上の 生い立ちをた どりな がら、井上の 作

品 紹 介 を し た 本 で あ り 、 そ こ か ら 発 展 し て 、 宮 沢 賢 治 や 小 林 多 喜 二 な ど も

紹介している 読書案 内とも言えそ うです 。  

  複 数 の 中 学 ３ 年 生 の 国 語 の 教 科 書 に 井 上 の 短 編 小 説 「 握 手 」 が 掲 載 さ れ

ています。学校 司書さ んや先生方は、機会を とらえて、この 本を紹 介すると

と も に 、 井 上 の 著 作 や 賢 治 な ど の 関 連 本 を 含 め て 中 学 生 に 伝 え て も ら え れ

ばいいなと思 いまし た。  

 

***************************************************************** 

《３》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 85 回「バキチの 仕 事」  

 賢治が描い た「や むにやまれな い反感 」  

 

「あゝそうで すか、 バキチをご存 じなん ですか。」  

「知ってます とも、 知ってますよ 。」  

「（中略 ）小学校 でご 一緒ですか 、中学校 でご一緒です か。い ゝやあいつは 中

学校なんど入 りやし ない。やっぱ り小学 校ですか。」  

「兵隊で一緒 です。」  

 

こうした書き 出しの「バキチの仕事 」（未 完）は、短い間に職 を転々とし、い

ず れ も 長 続 き し な い バ キ チ の こ と を 、 彼 を 知 る 二 人 の 男 性 が 対 話 風 に 語 る 物

語です。  

 

小学校を出た あと、い くつかの職を 経て兵 隊になったバ キチは 一等卒止まり 。

除隊後はつい〈この間 まで馬喰をや って〉い たが、〈今 ごろは何 を してゐるか 〉

わかりません 。兵隊前 には、飴屋 、土方 、大 工をしました が、すぐ にやめてし

まいます。  

 

語り手の男性 は、〈わ っしもずゐぶ ん目を かけました 。でもどう してもだめな

んです〉と言 います。また、バキチ が兵隊後 に就いた巡査 では不 祥事や失態を

重ね、上司で ある署長 から〈きさま もだめな やつだ、よく よくだめ なやつなん

だ 。 も う 少 し 見 所 が あ る と 思 っ た の に 〉 と 罵 ら れ て 免 官 に な っ た こ と が 語 ら

れます。  



 

バ キ チ は 署 の 小 使 室 か ら た た き 出 さ れ 、 行 く あ て な く 厩 に も ぐ り 込 み 、 そ こ

で 馬 と オ ペ ラ 風 の 掛 け 合 い を 始 め ま す 。 本 作 は 未 完 で 、 物 語 は バ キ チ が 馬 と

や り と り を し て い る と こ ろ へ 語 り 手 の 男 性 が 通 り か か り 、 あ ま り み っ と も な

いことをする なと声 をかけたとこ ろで中 断しています 。  

 

学 校 教 育 を 受 け 、 徴 兵 検 査 に 合 格 し た こ と で 、 バ キ チ は ひ と ま ず 国 家 に よ る

「一人前」と いう資格 を付与されま す。が、教育や徴兵が バキチ の将来の役に

は立っていな いよう です。他方、村落共 同 体からは〈だめな やつ 〉と烙印を押

されて疎外さ れ、生業 を持てないこ とで旧 来の共同体が 求める「 一人前」とも

ほど遠い地平 にいる ように見えま す。  

 

ところで、バ キチ（馬 吉？）は馬と 心を通わ せることがで きる極 めてユニーク

な 存 在 で あ り 、 決 し て 道 徳 的 と は 言 え ま せ ん が 、 豊 か な 心 性 を 有 す る の が 彼

の人柄のよう です。未 完ゆえ、馬喰 となった 後の展開やバ キチの 造型、また作

品 の 方 向 性 を 知 る こ と は で き ま せ ん が 、 バ キ チ の 精 神 的 豊 饒 さ や 、 異 な る モ

ノ と 交 渉 ・ 交 歓 す る 「 資 格 」 が 描 か れ た 意 味 は 決 し て 小 さ く な い と 思 わ れ ま

す。東北とい う地方に おいて、脈々 と受け継 がれてきた豊 かな心 性が「近代」

と い う 名 の 下 に 意 味 を 失 い 、 虐 げ ら れ て い っ た こ と を 意 味 す る の か も し れ ま

せ ん 。 当 時 、 お そ ら く 多 数 存 在 し た で あ ろ う バ キ チ 的 人 物 を 哀 憫 の 念 を 持 っ

て描いたとこ ろに、賢 治の国家に対 する地 方からの「やむにや ま れない反感」

を感じます。 (ペ吉 ) 

 

（本文の引用 は、ち くま文庫版『 宮沢賢 治全集』６に よりま した。）  

 

***************************************************************** 

《４》子ども の本の 珠玉のことば  ３９  

***************************************************************** 

 

「でっかい  たまご だ！」と、て つたく んがいいまし た。  

「うわあっ、 きれい な  たがもだ ！」と 、みつやくん がいい ました。  

 みると、お おきな  きのしたに、おおきな  おおきな  たまご が、ころがっ

ています。  

 

（『もりの へなそう る 』 わたなべしげ お /作  やまわき ゆりこ /絵  福音館書

店  1971 年 12 月初版、 2022 年 2 月 94 刷から引用  p.24-25）  

 

子 ど も の 時 に 、 妹 と い っ し ょ に 寝 る 前 に 母 に 読 ん で も ら っ た 一 冊 で す 。 み つ

やが「たま ご」を「た がも」とこ とごとく間 違えるのが楽 しく、何 度も読んで

もらいました 。覚えて いるので、ここで「 た がも」が出 てくると思 うと、笑う

準備をし、妹と二人 で声をあげて 笑い、それを見て母 が、「そ んなにおもし ろ

い？」という 顔で私 たちを見てい たのを 思い出します 。  

 

こ の 作 品 は 、 幼 稚 園 に 通 う て つ た と ３ 歳 の 弟 の み つ や く ん が 、 森 へ い っ て 大

き な し ま し ま の 卵 を 見 つ け る と こ ろ か ら 話 が 始 ま り ま す （「 で っ か い  た が

も」）。二人が 次に森へ 行くと「へな そうる」と名のる大き などう ぶつに出会い

ます。へなそうる は、二人を背中に 乗せて、シーソーをし たり、滑 り台になっ

てくれたりし ます（「 かくれんぼ 」）。最後 の章では、３人で川 へかにをとり に

行きます（「かにと り 」）。  

 

て つ た と み つ や の 関 係 を 自 分 と 妹 の 関 係 に 重 ね て 楽 し み ま し た 。 ま た 、 へ な



そ う る が 、 み つ や と 同 じ よ う に 言 葉 を 言 い 間 違 え る こ と で 、 ３ 人 の 中 で は 、

「たがも」の 方が多数 。力関係が変 化するお もしろさもあ ります。へなそうる

が、みつや以 上に怖が りで、くいし んぼうな ことで、みつ やが優越 感を抱き、

てつたと二人 でへな そうるをおも しろが っている様子 も共感 していました 。  

 

読みなおし、 50 年以上たった今も 、子ど もだけの空想 の世界 、遊びの世界 の

大切さが実感 できる 作品だと思い ました 。（Ｙ）  

 

***************************************************************** 

《５》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

西宮市大谷記 念美術 館で開催中の「 2022 イタリアボロー ニャ国 際絵本原画展 」

に行ってきま した。こ の展覧会では 、子ども の本専門の国 際見本 市「ボローニ

ャ・チルドレ ンズ・ブックフェア」で毎年行 われる絵本原 画コン クールに入選

した、日本人 ４人を 含む 29 カ国 78 人の入選作と、特 別展示 として、 35 歳以

下 の 入 選 者 の 中 か ら 選 ば れ る Ｓ Ｍ 出 版 賞 を 受 賞 し た サ ラ ・ マ ッ ツ ェ ッ テ ィ

（ 2019 年受賞）とチュオ・ペイシン（ 2021 年受賞）の作品が展 示されていま

す。  

 

入 賞 作 品 の ５ 点 １ 組 の イ ラ ス ト を 、 お 話 を 想 像 し な が ら 見 て い き ま し た 。 今

回のコンクー ルは、 2020 年、 2021 年に続きオンライン で行わ れ、過去最 多の

92 カ国 3,873 組から の応募があっ たそう です。森や空な ど自然 が美しいもの 、

環 境 問 題 を 扱 っ た も の 、 虫 や 動 物 が 出 て く る も の な ど さ ま ざ ま な テ ー マ の 作

品 が あ り 、 デ ジ タ ル を 使 い な が ら も 手 描 き の ダ イ ナ ミ ッ ク さ を 活 か し た 作 品

が 目 に つ き ま し た 。 ロ シ ア や ウ ク ラ イ ナ か ら の 作 品 も あ り ま し た 。 ウ ク ラ イ

ナのガンナ・イヴ ァネ ンコ「わたしの町」を 見て、戦争の前の 街並 みなのかな

と身につまさ れる思 いがしました 。  

 

私が好きだっ たのは、サナ・ハビービ ー＝ラ ード（イラン ）「ひと つの桃、1000

の桃」という 、エコプ リント（植物 の葉や花 の形や色を直 接布地 の上に写し取

る 染 色 方 法 ） と 刺 繍 で 描 か れ た 作 品 で す 。 サ マ ド ・ ベ ヘ ラ ン ギ ー と い う 作 家

の 、 二 人 の 少 年 が 桃 の 種 を 地 主 の 庭 の 隅 に 植 え る お 話 で 、 こ の 作 品 が 絵 本 に

なったら読ん でみた いと思いまし た。他に 、アリス・ウールガ リ アン（フラン

ス）「ピ ンクちゃ ん」という、線 画でとこ ろどころ彩色 された コマ割り風の 作

品や、マーラ イ・マリアン（ハン ガリー ）「ヤサイトク ダモノ 」という、擬人

化 さ れ た 野 菜 や 果 物 が い ろ い ろ な 動 き を し て い る 作 品 が お も し ろ い と 思 い ま

した。  

 

今 回 の 審 査 は 絵 本 作 家 の 降 矢 奈 々 さ ん も 参 加 さ れ て い ま し た 。 会 場 で 上 映 さ

れていた審査 の様子 や入選作家へ のイン タビュー動画は YouTube で見ること

ができます 。（Ｋ）  

 

西宮市大谷記 念美術 館  http://otanimuseum.jp/bologna2022/ 

審査員と入選 作家へ のインタビュ ー（ YouTube）  

 https://www.youtube.com/watch?v=NPe7O3Tg_Jw 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●第 151 回  日本児童 文学学会  関西例会  

講演会「【 第３世代戦 争児童文学】の 戦略：「 たずねびと 」（朽木祥  光村５年）



教材研究ノー ト」  講師：住田勝 （大阪 教育大学）  ほか、 研究発表２本  

日  時：９月 24 日（土） 13： 30～ 16： 50 

会  場：大阪府立中 央 図書館  ２階 多目的 室＋オンライ ン  

対  象：どなたでも   参加費：無 料  

主  催：日本児童文 学 学会  関西例 会  共  催：大阪国際 児童文 学振興財団  

申  込： https://kansaireikai151.peatix.com から  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※ イ ベ ン ト の 開 催 内 容 が 変 更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 主 催 者 へ

お問い合わせ くださ い  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《 １》「 この本読んだ ？」で紹 介しました『笑 いの力 、言葉の力』

をプレゼント します。ご希望の方は、メ ール で件名「メルマガ  NO.145 プレゼ

ント希望」とし、 (1)お名前  (2)郵便番号・住所  (3)電話番号  (4)メールアド

レス、よろし ければ  (5)このメルマガの ご 感想をお書き のうえ   

office@iiclo.or.jp にお送りくだ さい。  

締切は 10 月 11 日（火）、当選発表は 発送 をもって代え させて いただきます ／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

台風によって 当財団 の「おはなし モノレ ール」が中止 になっ てしまいまし

た。楽しみに してく ださっていた みなさ ま、大阪モノ レール 様をはじめ、 ご

支援くださっ ていた 多くのみなさ ま、申 し訳ありませ ん。来 年こそはぜひ 実

施したいと思 ってお ります。（ ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  


